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お問い合わせ

被災下において、貴社が『いつも通り』の力を発揮し続けることは、

その地域のお客様にとってかけがえのない支えになります。

まずは貴社の今の組織体制で何ができるか、お気軽にお問い合わせください。Nurture&Mature

代表理事:飯沼  美絵

現場でなぜ人は動けないのか？

：知識と葛藤のあいだにある「壁」

防災×組織開発

意思決定訓練パッケージ

研修プログラムの流れ（STEP）

：安全と揺らぎの３段階構造

得られる成果

一般的な防災訓練は、災害時に組織が壊れることを防げません。な
ぜなら、「知識」だけでは人は「知っている（つもり）」で思考停止
に陥り、いざという時にマニュアル人間となってしまうからです。
一方で、ただの「葛藤」を放置すれば、チームは建設的な結論を出
せず、ただ揉めるだけで終わります。
本質的な課題は、想定外の事態に直面したとき、組織がフリーズし
てしまうことにあります。
私たちが養うのは、単なる防災知識ではありません。組織が壊れ
ず、かつ強くなるための「意思決定と対話の技術」です。

① 防災三原則を軸に、「選んではいけないこと」を共有

　☝判断基準を実践可能なレベルにそぎ落とし、有事の迷いを軽減

②シミュレーションから同じ前提でも判断が割れる現実を直視

　☝チーム連携に潜む「見えないズレ」を可視化

③被災現場の事例を通じ、チームで発生した衝突を徹底分析

　☝「なぜそこで声が詰まったのか？」「判断基準のどこでズレたのか？」。

　葛藤のプロセスを構造的に解剖し、リーダーが明日から現場で使える

　「意思決定のスタイル（癖）」を診断。

『選ばない』

判断基準のインストール

シミュレーション＆

答えのばらつきを検証

葛藤を
『進化の種』に変える

有事にも機能する組織の条件を体感
災害時、組織がフリーズする瞬間と機能する瞬間の分岐点を体験。不確実な状況に

予め「出会っておく」ことで、想定外の事態でも動揺しづらい組織文化を醸成します。

「慌てない」意思決定の仕組み化
 「アカン！」という判断基準の共有により、有事のパニックを回避。現場の「正解の

ない問い」への耐性を高め、平時から動ける意思決定プロセスを構築します。 

平時から「育てる」組織連携
ワークを通じて「チームの判断のクセ」を可視化。日常の対話の質を変え、有事でも

機能する「レジリエンス（適応力）」を日常の業務改善の延長として育てます。


